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自閉症児はどの よ うな時に 「自発的に顔を見る」 か ？

　　　When 　do　children 　with 　ASD 　sponta 皿 eously 　look　at 　the　face？
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問題と目的

　 これまで，自閉症 ス ペ ク トラム 障害児 の 社会的相互

作用 を改善させ る試み として，表隋の 模倣
且］
や ，

セ ラ
ピ ス トの 言語行動に対する共感的応答P・　コ］，始発型共

同注意場面で の笑顔表出囲を標的行動 とする介入研究

が行われてきた。これらの介入研究では，明確 な先行

刺激）に対す る条仲瞠反応 として ， 社会的行動を定義
し，訓練を行っ て い る。

　 しか し，日常場面で は，上記 の 介入 研究に お ける 訓

練場面の よ うに ， 明確な先行刺激が存在する こ とは少

な い e その 為，
“
見 て

”
とい う言語教示 が無い 場合で

あっ て も 「な ん となく顔に 注意を向ける」 こ とが，他

者の 視線や，表隋を弁別刺激とする学習 に 必要 で ある 。

　そ こ で，本研究で は 「自発的に顔 を見る行動」 の 成
立条件に っ い て検討を行っ た。
方法
研究参加児： 本研究には，5歳5か月 の 広汎性発達障害
男児 1名 が 参加 した。 発達年齢の算出に は，新版K 式
発達検査2001を用 い た。総合発達年齢は 4歳5か 月だっ

た 。

セ ッ テ ィ ング ：セ ッ シ ョ ン は大学内の 実験室で 行 っ た e

lO分 を 1セ ッ シ ョ ン と し，お よそ週 に 1日 ，
1日平均2セ

ッ シ ョ ン （  ge； 1−4　 sessions ）実施 した。ベ ー
ス ライ

ン 期に は 5−−6個の お もちゃ を用い
， 介入期 ・プ ロ

ー
ブ

期に はベ ー
ス ライ ン 期 と同

一
の お もちゃ 5個を用 い た。

手続き： 実験デザイ ン に はA −B −A デザイ ン を用 い た。
ベーズ ライン翻 ベ ー

ス ライ ン の セ ッ シ ョ ン中，参
加児は実験者と自由に遊んだ 。 およそ

一
分に

一
度，実

験者は参加児の名前を呼ぶか，
“
ね えねえ

”
と言 い な

がら参加児 へ の身体接触を行っ た。また，セ ッ シ ョ ン

中，実験者は参加児へ の 働 きか けや フ ィ
ー

ドバ ッ ク を

行っ た （例 ：笑顔，言語行動など）。
分ス．介入期 の セ ッ シ ョ ン 中， 以下 の 手続きを挿入 し

た。  時間遅延 ； 参加児が始発 した言語行動や 働きか

け に 対 して ，実験者 が フ ィ
ー

ドバ
ッ クする まで の 時間

を遅延させ た。  逆模倣 ：言語行動を含む，参加児の

行動を，実験者が模倣 した 。   身体接触 ：参加児 の 働
きか けや，アイ コ ン タク トに応 じて，くすぐりを行っ

た。  「変な行動」 ：セ ッ シ ョ ン 中に突然実験者が 大

声 ・奇声を上げる， ホ ワイ トボ
ー

ドに頭を押 し付ける，
声色を変える，体を くね らせ るなど の 「変な行動」を ，

実験者が行っ た。
カ ー

フ黯獗 べ 一
ス ライ ン 評価と同様だ っ た。

従属変数 ：10分のセ ッ シ ョ ンを工5秒間のイ ン タ
ーバ ル

に し， 「顔 を見 る 」， 「笑 う」， 「顔 を 見な が ら笑 う」
3つ の 行動につ い て記録を行っ た。各セ ッ シ ョ ン にっ

い て ， 各行動が生起 したイ ン タ
ー

バ ル を，総イ ン タ
ー

バ ル 数 （40）で割り， 百分率を算出 したもの を，従属

変数 として 用 い た。

結果と考察

　ベ ー
ス ライ ン 期，介入期，プ ロ ーブ期にお け る参加

児の 「顔を見る行動」
・「笑 う行動」

・「顔を見なが

ら笑 う行動」 の 生起率，及び 「顔を見る行動」 につ い

て フ ェ
ーズ ごとの平均生起率を図 1 に示 した。
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　 図 1． 「顔を見 る」 「笑う亅　「顔を見な がら笑 う」

　　　　　　　　 生起率の推移
ベ ー

ス ライ冫嬲 「顔 を見る行動」 の 平均生起率は 19，
8 ％ （Sl）＝9．2），　 「笑 う行動」 は 16．1 ％ （Sl） − 13．
5）， 「顔 を見ながら笑 う行動」 は32 ％ （SD ＝3．4）
だっ た 。

允ス嬲 「顔 を見る行動」 の平均生起率は 76．8 ％ （SD
＝13．4），　 「笑 う行動 」 は51．5 °

／。 （SI）＝11．6） ，　 「顔

を見ながら笑 う行動」 は 28．2 ％ （SI）＝IO．1）だ っ た。
カ ー

澱 「顔を見 る行動」 の 平均 生 起率は38．6 ％

（SD ＝ 14．1），　「笑 う行動」 は18．6 ％ （SL）＝17．9），
　「顔を見なが ら笑う行動」は6．1 ％ （Sl） ＝ 5．9）だ っ た。
　結果 は ， 本研究 の 介入パ

ッ ケ
ー

ジに よ り， 「顔を見

る行動」 の 平均生起率がべ 一
ス ライ ン 期に比 べ ，介入

期で 3倍以上，プ ロ ーブ期で 1．5倍以上増加する こ とが

示 された 。

一
方 で ， 「笑 う行動」 「顔を見なが ら笑 う

行動」 は ， 介入期で それぞれ ベ ー
ス ライ ン 期 の 3倍以

上，8倍以上 の 増加が認め られたが，プ ロ
ーブ期 で は

増加が認められなか っ た。
　本研究 に より，　 「自発的に顔を見る」 行動 の 成立 に

お ける 必 要条件 が 明 らか に な っ た。今後 は制御変数 の

同定を行い，必要十分条件を明 らか にする こ とが求め

られる。
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